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Loracarbefの 臨 床 的 検 討

和田光一 ・瀬賀弘行 ・川島 崇 ・塚田弘樹 ・荒川正昭

新潟大学医学部第二内科*

新 しいカルバセフェム系経口剤loracarbefを 急 性気管支炎3例,急 性咽頭炎3例,感 染を

伴 った慢性気管支炎2例,気 管支喘息1例,腎 盂腎炎1例 の計10例 の感染症に使用 した。本

剤の臨床効果は,有 効8例,無 効1例,判 定不能1例 であ り,細 菌学的効果は消失1例,菌

交代1例,不 明8例 であった。本剤 によると思 われる副作用は2例 で発疹,1例 に嘔気,下

痢,1例 で腹痛 を認めた。本剤によると思われる臨床検査値の異常は認められなかった。
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協和醗酵工業(株)で新 しく開発 された経 口用 カルバセ

ブよム系抗生物質loracarbef(LCBF)1)を10例 の感染症

に使用 し,検 討 した。

対象例は,1989年1月 より1989年10月 まで に新潟

大学医学部附属病院第二内科 にて取 り扱 った症例で,

男3例,女7例,年 齢は21歳 か ら68歳 で あった。対象

疾患 は,急 性気管支 炎3例,急 性咽頭炎3例,感 染を

伴 った慢性気管支炎2例,気 管支喘息1例,腎 盂腎炎1

例 であ った(Table1)。 起 炎菌 は,β-Streptocmus A

群, Streptococcus pneumoniae の単独感染例各1例,

Table 1.Clinical results of loracarbef treatment
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Table 2.Laboratory findings before and after treatment with loracarbef

B:before A:after

Escherichia coli,Citrobacter freundii,Acinetobacter cal-

coaceticus の混合感染例1例 で,他 の症例は不明であっ

た。

LCBFは,1日600mgを3回 に分け,食 後内服で使用

した。期 間は2～11日,総 使用量 は,1.0～5.69で あ

った。1例 は嘔気 と下痢 を認めたため,2日 で使用を

中止 した。

LCBF使 用 による効果の判定 は,起 炎菌の明 らかな

症例では,細 菌の消失の有無をみた細菌学的効果 と自

他覚所見および検査所見の改善度 をみた臨床効果の2

面か ら実施 した。

LCBF使 用 による成績の概要はTable 1に 示 した。臨

床効果は,有 効8例,無 効1例 で,症 例6は,副 作用の

ため2日 しか使用 しなか ったため判定不能 とした。細

菌学的効果 は,症 例9のS.pneumoniaeは 除 菌 された

が,症 例10で はEnterococcus faecium に菌交代 した。症

例6は 上記の理由で判定 よ り除外 した。本剤 によると

思われる副作用 は,2例 で発疹,1例 に嘔気,下 痢,1

例 で腹痛 を認めたが,い ずれの症例 も本剤 中止のみで

消失 した。本剤 によると思われる臨床検査値の異常 は

認められなか った(Table 2)。

以 上のごとく,LCBFを10例 の感染症 に使用 し,有

効性 と安全性 を検討 したが,ア レルギーと消化器系の

副作用がやや多かった。 しか し,少 数例の検討である

ので,全 国集計成績の結果 をみて本剤の有用性 につい

ては判断すべ きであろう。
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Clinical study of loracarbef
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We evaluated the clinical efficacy and safety of loracarbef(LCBF),a new carbacephem

antibiotic.LCBF was administrated to 9 patients with respiratory infections and one with

pyelonephritis.The patients received the drug orally for 2 to 11 days at a dose of 600 mg/day.

Clinical efficacy was good in 9 and unknown in 1.Side effects included exanthema in 2 patients,

abdominal pain in 1,and nausea and diarrhea in 1.No abnormal laboratory findings were

observed after the administration of LCBF.


